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研修会参加皆さん

平
成
二
十
五
年
九
月
二
十
八
日

（
土
）
二
十
九
日
（
日
）
の
二
日
間

第
三
回
・
第
四
回
要
約
筆
記
補
習
講

習
が
札
幌
の
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
で
受
講
生
三
十
五
名
が
出
席
の

下
、
開
催
致
し
ま
し
た
。

第
三
回
目
、
九
月
二
十
八
日
（
土
）

一
講
目

手
書
き
・
パ
ソ
コ
ン
実
技
の
二
教

室
で
、
各
々
「
要
約
筆
記
の
表
記
」

の
実
技
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
手
書

さ
か

べ

み

あ
き

き
は
、
全
要
研
、
坂
部

美
秋
講
師
、

こ

も
り

の
り

こ

パ
ソ
コ
ン
は
、
全
要
研
、
小
森
紀
子

講
師
が
担
当
し
、
午
前
十
時
か
ら
、

二
時
間
に
亘
り
、手
書
き
二
十
五
名
、

パ
ソ
コ
ン
十
名
、
計
三
十
五
名
の
受

講
生
は
、
緊
張
の
中
で
実
技
指
導
を

受
け
ま
し
た
。

二
講
目

十
三
時
か
ら
十
五
時
迄
の
二
時
間

は
、
午
前
と
同
じ
く
手
書
き
・
パ
ソ

コ
ン
教
室
で
「
表
記
そ
ぎ
落
と
し
の

習
得
」の
実
技
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

三
講
目

十
五
時
か
ら
十
七
時
迄
は
、
札
幌

市
中
央
区
の
「
と
も
耳
鼻
科
ク
リ
ニ

し
ん
た
に

と
も

こ

ッ
ク
」新
谷

朋
子
院
長
に
よ
る「
対

人
関
係
」
を
テ
ー
マ
に
中
途
失
聴
・

難
聴
者
の
臨
床
心
理
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
の
基
礎
理
論
等
の
講
義
が
行
わ

れ
一
日
目
を
終
了
致
し
ま
し
た
。

第
四
回
目
、
九
月
二
十
九
日
（
日
）

一
講
目

午
前
十
時
か
ら
十
二
時

前
日
同
様
、
手
書
き
・
パ
ソ
コ
ン

に
教
室
が
分
か
れ
、「
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
の
考
え
方
」
を
テ
ー
マ
に
実
技
が

二
時
間
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

二
講
目

十
三
時
か
ら
十
五
時

「
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
」
に
つ
い
て
手

書
き
・
パ
ソ
コ
ン
に
分
か
れ
て
実
技

が
実
施
さ
れ
、
夫
々
、
個
別
指
導
を

受
け
ま
し
た
。

三
講
目

十
五
時
か
ら
、
手
書
き
・
パ
ソ
コ

さ
か

べ

み

あ
き

ン
受
講
生
は
一
緒
に
坂
部

美
秋
講

師
に
よ
る
「
要
約
の
学
習
（
文
章
要

約
）」
に
つ
い
て
講
義
が
あ
り
十
七

時
十
五
分
、
予
定
の
講
義
が
終
了
致

し
ま
し
た
。

次
回
は
十
月
二
十
六
日
（
土
）
・

二
十
七
日
（
日
）
に
補
習
講
習
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

平平
成成
二二
十十
五五
年年
度度
要要
約約
筆筆
記記

補補
習習
講講
習習
九九
月月
分分
実実
施施

発行人
一般社団法人
北海道身体障害者福祉協会

会長 赤 坂 勝
札幌市中央区北２条西７丁目（かでる２・７）
電 話 ０１１‐２５１‐１５５１
ＦＡＸ ０１１‐２５１‐０８５８
ホームページwww．hokusinkyo．or．jp
北海道障害者社会参加推進センター
電 話 ０１１‐２５１‐９３０２
毎 月 ２５日発行

会員購読料（年）９０円
（会費に含む）

非会員 同 ２，０００円

「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
あ
な
た
の
協
会
に
還
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

盲盲
ろろ
うう
者者
通通
訳訳
・・
介介
助助
員員
養養
成成

講講
座座
のの
開開
催催
にに
つつ
いい
てて

一
般
社
団
法
人

北
海
道
身
体
障

害
者
福
祉
協
会
は
、「
平
成
二
十
五

年
度

盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
養

成
講
座
」
の
開
催
を
以
下
の
通
り
実

施
致
し
ま
す
。

開
催
日
時

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
三
日

（
金
）
か
ら
十
二
月
十
五
日
（
日
）

の
三
日
間

開
催
会
場

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

十
階

一
〇
六
〇
会
議
室

受
講
対
象
者

養
成
講
座
の
全
て
が
受
講
可
能
な

二
十
才
以
上
で
、
平
日
・
土
日
・
祝

祭
日
の
活
動
が
可
能
な
方
。

定

員
三
十
名
（
選
考
の
上
決
定
し
ま

す
。）

受
講
料

無
料
（
但
し
、
テ
キ
ス
ト
等
の
負

担
、
三
千
五
百
円
程
度
が
あ
り
ま

す
。）

申
込
締
切

平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
五
日

（
月
）

申
込
先
及
び
問
合
せ
先

一
般
社
団
法
人

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

札
幌
市
中
央
区
北
二
条
西
七
丁
目

電

話
〇
一
一
―
二
五
一
―
一
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
一
―
二
五
一
―
〇
八
五
八

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
当
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
、
又
は
お
問

合
せ
下
さ
い
。

※
困
り
ご
と
、
悩
み
ご
と
は

「
障
が
い
者
一
一
〇
番
」
へ

「
札
幌
市
以
外
の
全
道
各
地
に

お
住
ま
い
の
障
が
い
者
及
び

そ
の
家
族
の
方
」

電

話

〇
一
一
―
二
五
二
―
一
二
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
一
―
二
五
二
―
一
二
三
五

第第
十十
三三
回回
全全
国国
障障
害害
者者

スス
ポポ
ーー
ツツ
大大
会会
結結
団団
式式

平
成
二
十
五
十
月
十
日
、
午
前
十

時
か
ら
札
幌
の
ホ
テ
ル
ガ
ー
デ
ン
パ

レ
ス
二
階

孔
雀
の
間
に
お
い
て
、

競
技
参
加
選
手
の
四
十
七
名
と
役
員

ス
タ
ッ
フ
が
一
堂
に
会
し
て
、
第
十

三
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

「
ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
二
〇
一
三
」
の

北
海
道
選
手
団
の
結
団
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

う
ち
う
み

道
保
健
福
祉
部
福
祉
局

内
海

と
し

え

敏
江
地
域
福
祉
担
当
局
長
の
激
励
の

言
葉
に
続
き
、
選
手
宣
誓
は
、
ア
ー

や

ぎ

は
し

チ
ェ
リ
ー
競
技
の
江
別
市
、
八
木
橋

ひ
で
ゆ
き

秀
幸
さ
ん
の
力
強
い
宣
誓
の
決
意
表

明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
バ
ス
に
分
乗
し
千
歳
空

港
か
ら
東
京
へ
出
発
し
ま
し
た
。

平平
成成
二二
十十
五五
年年
度度

釧釧
路路
地地
区区
身身
体体
障障
害害
者者

福福
祉祉
協協
会会
研研
修修
会会
のの
実実
施施

九
月
十
八
日
（
水
）、
釧
路
地
区

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
主
催
で
、

会
員
研
修
会
が
協
会
管
内
で
、
参
加

者
七
十
名
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
は
、
北
海
道
身
体
障
害
者
福

い
ず
み

つ
か
さ

祉
協
会

泉

司

常
務
理
事
・
事

務
局
長
に
よ
る
「
北
身
協
の
現
状
の

諸
課
題
と
今
後
に
つ
い
て
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

一
、
北
身
協
の
起
承
転
結

昭
和
二
十
五
年
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
。

一
、
北
身
協
の
今
後
に
つ
い
て

会
員
の
高
齢
化
と
北
海
道
・
市
町

村
の
補
助
金
が
減
少
す
る
中
で
。

一
、
福
祉
回
覧
に
も
と
め
る
も
の

日
身
連
収
益
事
業
へ
の
取
組
み
の

強
化
。

以
上
の
内
容
で
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

そ
の
後
、
実
践
報
告
で
は
、「
標

茶
分
会
の
活
動
実
践
」
の
報
告
が
あ

り
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

盲盲
ろろ
うう
者者
通通
訳訳
・・
介介
助助
員員
派派
遣遣

事事
業業
のの
利利
用用
登登
録録
申申
請請
にに
つつ
いい
てて

あ
な
た
の
ご
家
族
や
周
り
に
視
覚

と
聴
覚
に
重
複
し
て
障
害
の
あ
る
方

は
い
ま
せ
ん
か
。
北
海
道
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
方

に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

移
動
等
の
支
援
を
行
う
「
盲
ろ
う
者

通
訳
・
介
助
員
派
遣
事
業
」
を
無
料

で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

是
非
、
盲
ろ
う
者
の
方
や
ご
家
族

に
、
こ
の
事
業
を
紹
介
し
て
通
院
や

買
い
物
な
ど
で
利
用
さ
れ
る
よ
う
に

お
伝
え
下
さ
い
。

な
お
、
事
前
に
利
用
登
録
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
登
録
手
続
き
等

は
、
左
記
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

一
般
社
団
法
人

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

電

話〇
一
一
―
二
五
一
―
一
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ〇

一
一
―
二
五
一
―
〇
八
五
八

「
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
ま
す
」

あ
な
た
の
自
立
と
社
会
参
加
の
お
手

伝
い
を
致
し
ま
す
。

社 団 法 人 日 本 義 肢 協 会 会 員

☆彡 お詫びと訂正 ８月号のにっしんれん収益事業のURLに間違いがありました、正しくは
http：／／www．hokusinkyo．or．jp／cgi�bin／cgi�bin_１／shopping／index．cgi です、ご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした ☆ミ

（平成２５年１０月２５日）

パソコン実技

講演中の泉 司常務理事

北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞

選手宣誓の江別市、八木橋 秀幸さん

昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可

講義中の新谷 朋子院長補習講習の一コマ

手書き実技



砂川教室

岩見沢教室

ブルーファミリア、花束贈呈

「
文
芸
に
投
稿
さ
れ
る
方
へ

編
集
部
か
ら
の
お
願
い
」
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九
月
末
現
在
、
砂
川
・
岩
見
沢
の

二
か
所
で
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
実
施
致

し
ま
し
た
。

開
催
地
元
協
会
の
ご
高
配
と
ご
協

力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

お
蔭
様
で
参
加
さ
れ
た
方
々
と
充

実
し
た
三
日
間
で
し
た
。

開
催
内
容
は
以
下
の
通
り

※
砂
川
会
場

★
開
催
日

九
月
十
一
日
（
水
）
か
ら

九
月
十
三
日
（
金
）
の
三
日
間

★
開
催
場
所

砂
川
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
う
」

★
参
加
人
数

の延
べ
十
八
名

★
主
な
実
施
内
容

一
、エ
ク
セ
ル
に
よ
る「
案
内
状
・

ち
ら
し
」
の
作
成

一
、
砂
川
市
主
要
機
関
の
住
所
録

の
作
成

一
、
血
圧
表
の
作
り
方
及
び
グ
ラ

フ
の
添
付
方
法
に
つ
い
て

※
岩
見
沢
会
場

★
開
催
日

九
月
二
十
五
日
（
水
）
か
ら

九
月
二
十
七
日
（
金
）
の
三
日
間

★
開
催
場
所

岩
見
沢
市
自
治
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー

★
参
加
人
数

延
べ
二
十
四
名

★
主
な
実
施
内
容

一
、
エ
ク
セ
ル
に
よ
る
血
圧
表
の

の
作
成
、
及
び
グ
ラ
フ
の
添
付

方
法
に
つ
い
て
。

一
、ハ
ガ
キ
に
よ
る
礼
状
の
作
成
。

一
、ワ
ー
ド
で
の
年
賀
状
の
作
成
。

一
、
デ
ジ
カ
メ
に
よ
る
ハ
ガ
キ
・

カ
レ
ン
ダ
ー
の
作
成
。

以
上
、
二
ヶ
所
が
無
事
終
了
致
し

ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様

に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

地
域
か
ら
の
お
便
り

「
石
狩
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
」

当
協
会
は
、
札
幌
市
よ
り
北
に
位

置
し
、
日
本
海
と
石
狩
川
河
口
の
豊

な
自
然
と
三
百
年
に
及
ぶ
古
い
歴
史

の
あ
る
街
で
す
。

近
年
で
は
、
石
狩
新
港
開
港
で
釜

山
か
ら
石
狩
の
定
期
コ
ン
テ
ナ
船
の

往
来
も
激
し
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
道
内
随
一
の
遺
跡
の
多
い

街
と
も
言
わ
れ
、
年
々
観
光
の
街
と

し
て
も
有
名
で
す
。

現
在
、
第
十
二
代

石
狩
市
身
体

こ

い
ず
み

と
し

障
害
者
福
祉
協
会
会
長
は
、
古
泉
利

お雄
で
北
身
協
理
事
を
兼
任
し
て
お
り

ま
す
。

同
協
会
は
、
昭
和
二
十
七
年
北
身

協
よ
り
石
狩
支
庁
を
通
じ
下
部
組
織

と
し
て
分
会
の
設
置
を
要
請
さ
れ
ま

し
た
。

昭
和
三
十
二
年
七
月
十
五
日
、
石

狩
支
部
石
狩
町
分
会
と
し
て
設
立
・

発
足
し
ま
し
た
。
平
成
九
年
四
月
一

日
、
石
狩
市
が
市
制
施
行
さ
れ
た
事

に
よ
り
支
庁
地
区
か
ら
分
離
、単
独
、

北
身
協
に
四
十
七
番
目
の
会
員
と
し

て
加
盟
致
し
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
十
月
一
日
付
け
で
、

石
狩
・
厚
田
・
浜
益
市
町
村
合
併
に

よ
り
、
当
協
会
の
編
入
合
併
形
式
で

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
現
在
に
至

る
。
当
時
の
会
員
数
一
四
〇
名
。

本
会
の
主
旨
た
る
身
体
障
害
者
本

人
と
賛
助
会
員
（
家
族
又
は
一
般
）

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

役
員
執
行
部
体
制
は
会
長
一
名
、

副
会
長
三
名
、
理
事
十
名
、
監
事
一

名
、
身
障
相
談
員
一
名
を
含
む
計
十

六
名
で
構
成
さ
れ
、
各
地
区
担
当
は

役
員
全
員
で
分
担
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
会
員
数
七
十
七
名
で
年
々

高
齢
化
社
会
に
よ
り
減
少
し
て
お

り
、
大
き
な
悩
み
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

★
目
的

会
員
相
互
の
親
睦
と
交
流
、
社
会

福
祉
の
増
進
を
図
る
と
共
に
、
社
会

参
加
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

★
主
な
年
間
行
事
及
び
活
動
内
容

〇
総
会
・
役
員
会
（
月
一
回
）

〇
各
種
部
会
、
厚
田
地
区
・
浜
益
地

区
へ
の
出
前
相
談
会
（
年
一
回
）

〇
一
泊
研
修
旅
行
・
日
帰
り
研
修
会

〇
各
地
区
懇
談
会
、
社
会
福
祉
大
会

参
加
、
石
狩
市
社
協
主
催
の
ふ
れ

あ
い
広
場
へ
の
参
加
、
赤
い
羽
根

共
同
募
金
街
頭
募
金
参
加
、
石
狩

市
高
齢
者
・
身
障
者
合
同
ス
ポ
ー

ツ
大
会
参
加

〇
全
道
身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
参

加
、
全
道
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

参
加

等
々

★
石
狩
市
身
障
協
会
の
Ｐ
Ｒ

会
員
の
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

普
段
外
出
す
る
機
会
の
少
な
い
会

員
の
た
め
数
々
の
取
り
組
み
を
実
施

し
、
総
会
を
始
め
各
種
行
事
へ
の
参

加
や
親
睦
の
輪
を
広
め
る
た
め
家
族

へ
の
理
解
・
感
化
の
呼
び
か
け
、
車

い
す
参
加
者
へ
は
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

の
協
力
に
よ
る
介
助
者
が
お
り
ま

す
。年

々
少
子
高
齢
化
が
進
む
昨
今
、

す
こ
し
で
も
お
お
く
の
企
画
を
し

て
、
会
員
に
限
る
こ
と
な
く
障
が
い

を
持
つ
多
く
の
方
が
暮
し
や
す
く
、

楽
し
い
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送

れ
る
よ
う
今
後
も
役
職
員
一
同
努
力

し
て
行
く
所
存
で
す
。

（
原
文
を
極
力
記
載
し
て
お
り
ま

す
。）

添
付
の
写
真
は
八
月
三
十
日
（
金
）

開
催
さ
れ
た
石
狩
市
高
齢
者
・
身
体

障
害
者
合
同
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
の

「
玉
入
れ
」「
そ
れ
い
け
Ｕ
Ｆ
Ｏ
」

「
輪
投
げ
ゲ
ー
ム
」
三
競
技
の
一
コ

マ
で
す
。
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「
ブ
ル
ー
フ
ァ
ミ
リ
ア
」
の
開
催

平
成
二
十
五
年
十
月
十
三
日

（
日
）
千
歳
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で

視
覚
に
障
害
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
が
心

で
奏
で
る
希
望
の
音
律
「
希
望
を
歌

う
」
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
「
ブ

ル
ー
フ
ァ
ミ
リ
ア
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
、
十
三
時
開
演
、
Ｓ
Ｔ
Ｖ

（
札
幌
テ
レ
ビ
放
送
）
の
喜
瀬
ひ
ろ

し
さ
ん
の
司
会
で
進
行
。
大
ホ
ー
ル

が
満
員
の
大
盛
況
で
一
部
・
二
部
が

歌
で
、
三
部
は
北
身
協
が
奨
学
金
支

給
を
し
て
い
る
北
海
道
高
等
盲
学
校

主
体
の
劇
団
「
睦
」
に
よ
る
演
劇
と

進
み
、
会
場
は
万
雷
の
拍
手
と
感
動

で
盛
り
上
が
り
十
六
時
に
す
べ
て
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
了
致
し
ま
し
た
。
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一

投
稿
は
、
新
聞
発
行
月
の
前
月

末
迄
に
願
い
ま
す
。

二

作
品
に
は
、
短
歌
・
俳
句
・
川

柳
の
区
分
を
記
入
願
い
ま
す
。

三

一
般
読
者
が
読
み
に
く
い
漢
字

に
は
必
ず
ル
ビ
を
付
す
よ
う
に
願

い
ま
す
。

【
地
域
か
ら
の
お
便
り
】へ
の

投
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す

こ
の
新
聞
は
、
北
海
道
身
体

障
害
者
福
祉
協
会
の
会
報
と
し

て
、
地
域
の
身
障
協
会
の
元
気

な
取
り
組
み
な
ど
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
加
盟
団
体
は
も
と
よ

り
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
お

便
り
（
写
真
を
含
み
ま
す
）
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ど
し
ど

し
投
稿
下
さ
い
。

特別養護老人ホーム
多機能事業所

（２）

スポーツ大会、玉入れ

（第７１５号）

スポーツ大会、輪投げ
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